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2024年度児童相談センター相談実績の概要及び 

児童虐待防止に関する取組の実施状況について 

 

 

愛知県では、児童福祉法第 12 条に規定する児童相談所として、名古屋市を除く地

域に10か所の児童相談センター（７か所の児童・障害者相談センターを含む。）を設

置し、児童に関する専門的な相談に応じています。 

この度、2024年度の相談実績を取りまとめましたので、お知らせします。 

併せて、「愛知県子どもを虐待から守る条例」第11条に基づき、県としての児童虐

待防止に関する取組の実施状況（年次報告）を公表します。 

なお、名古屋市分については、本日、名古屋市から公表されます。 

 

 「2024年度児童相談センター相談実績」の主なポイント  

 

□ 2024年度の児童相談センターの児童虐待相談対応件数は、7,289件（前年度比 

103.1％）となり、前年度からさらに増加し、過去最多件数を更新しました。 

□ 虐待通告の経路別では、警察からの通告件数が 56.5％と最も多くなっており、

児童虐待の内容別（身体的虐待、性的虐待、心理的虐待、ネグレクト）では、保

護者間のＤＶなどにより子どもに心理的外傷を与える「心理的虐待」が 62.7％と

最も多くなっています。 

□ 被虐待児童の状況では、就学前の児童が38.4％を占めています。 

 

 「2024年度児童虐待防止に関する取組の実施状況」の主なポイント  

 

□ 児童虐待防止対策の推進 

 ＜児童相談センターの体制強化＞ 

・ 児童相談センターの若手職員に対して対応力の向上を図る研修の実施やスーパ

ーバイザーに対する指導・育成技術の向上を図る研修を実施し、人材育成の強化

に努めました。 

・ 複雑化・困難化する事案に対し、より多角的な見地から対応できるよう、弁護

士との連携や法医学医師及び精神科医師の配置など、質と量の両面から体制強化

を図りました。 

 

2025年５月30日（金） 

愛知県福祉局児童家庭課 

児童虐待対策グループ 

担当 伊藤、猪飼 

内線 3190、3947 

ダイヤルイン 052-954-6281 

愛知県中央児童・障害者相談センター 

企画・児童指導課 

担当 土井、門田 

ダイヤルイン 052-961-7252 

ＳＤＧｓの「３すべての人に健康と福祉を」に資す
る取組です。 
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 ＜市町村の相談支援体制の強化に向けた支援＞ 

児童や妊産婦の福祉に関し、必要な支援を一体的に行う「こども家庭センター」

において、より専門的な相談支援を実施できるよう、市町村支援児童福祉司が各市

町村相談支援業務への支援を行うとともに、「市町村相互間連絡調整会議」を開催

し、こども家庭センターにおける取組の事例紹介等を実施しました。 

 

 ＜関係機関等の連携の推進＞ 

2018 年４月に県と県警察本部との間で締結した「児童相談所と警察の児童虐待

に係る事案の情報共有に関する協定書」に基づき、児童虐待に関する情報を相互

に共有し、児童虐待の未然防止と早期発見・早期対応に努めました。 

 

□ 社会的養育体制の充実 

 ＜里親等への委託の推進＞ 

里親制度の普及促進を図るため、重点的に取り組む地域を定めて普及啓発活動

及び研修を実施しました。また、広く県民に対して「養育里親」の制度周知を図

るために啓発動画の配信やリーフレットを配布しました。 

 

 ＜社会的養護自立支援の推進＞ 

県民からの寄附により造成された「子どもが輝く未来基金」を活用し、児童養

護施設等入所児童を対象に、大学等への入学金や施設からの自立のための転居費

用等の助成を行いました。 

 

＜2025年度の本県の対応＞ 

・ 国の「新たな児童虐待防止対策体制総合強化プラン」（2022年 12月15日児童

虐待防止対策に関する関係府省庁連絡会議決定）を踏まえ、引き続き専門職の

人材確保に取り組むとともに、増加する児童虐待相談に対応するため、研修の

充実など児童相談センターの体制強化を進めます。（児童福祉司12人、児童心理

司４人を増員：2025年４月） 

・ 児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９」（いちはやく）等による電話相談と

国が全国統一の仕組みとして導入したＳＮＳ相談により児童虐待の未然防止と

早期発見を図っていきます。 

・ 「児童相談所と警察の児童虐待に係る事案の情報共有に関する協定書」に基づ 

き、県の児童相談所から愛知県警察に提供している児童虐待事案に係る情報に

ついて、即時に情報共有が可能となるシステムの運用を開始します。 

・ 「子どもが輝く未来基金」を活用した事業を見直し、児童養護施設等に入所

中または退所した児童に対し、新たに普通自動車運転免許の取得に係る費用や

退所後の継続的な支援に繋げるための給付金を支給します。 
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Ⅰ 2024年度児童相談センター相談実績 

１ 相談（全体）の状況 

(1) 相談対応件数 

  児童相談センターにおける2024年度中の「相談対応件数」は21,028件で、前年

度に比べ554件（＋2.7％）の増加となっています。 

相談種別では、「障害相談」が8,151件で全体の38.8％を占めており、以下、「養

護相談（虐待）」が 7,289 件（34.7％）、「養護相談（虐待を除く）」が 4,016 件

（19.1％）の順となっています。 

前年度との比較では、「障害相談」が407件（＋5.3％）、「養護相談（虐待）」が2

16 件（＋3.1％）、「養護相談（虐待を除く）」が 33 件（＋0.8％）増加しておりま

す。 

 
２ 虐待相談の状況 

(1) 相談対応件数 

虐待に関する相談対応件数は、2023年度の7,073件からさらに増加し、7,289件

（対前年度比103.1％）となっています。  
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【参 考】 

  名古屋市を含めた県全体における児童虐待相談対応件数は、10,660 件（愛知県

7,289件、名古屋市3,371件）となっています。 
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(2) 虐待通告の経路 

「警察」が 4,118 件(56.5％)と最も多

く、以下、「家族・親戚」が 919 件

（12.6％）、市町村や児童委員などの

「県・市町村」729 件（10.0％）の順と

なっています。 

前年度との比較では、「学校等」が117

件（＋30.6％）増加している一方、「近

隣・知人」が92件（－15.4％）減少して

います。 

 

 

(3) 虐待の内容 

  子どもに対する暴言や、ＤＶを子どもに見せることなどにより心理的外傷を与え

る「心理的虐待」が4,572 件（62.7％）と最も多く、以下、暴行を加える「身体的

虐待」が1,890件（25.9％）、保護者の怠慢や育児放棄などの「ネグレクト」が 

736件（10.1％）の順となっています。 
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(4) 被虐待児童の状況 

  年齢層別では、「３歳以上就学前」が 1,597 件（21.9％）、「３歳未満」が 1,201

件（16.5％）と、被虐待児童の38.4％が就学前の児童となっています。 
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(5) 一時保護の実施状況 

虐待に関する相談のうち、児童の安全確保のために 1,941 件の一時保護を行いま

した。 

前年度との比較では、一時保護の件数は439件増加しています。 

 

(6) 対応状況 

虐待で対応した事案のうち、在宅で指導を行った件数は 6,403 件（87.8％）で、

その内訳は、数回程度（おおむね３回以下）の助言や指導を与える「助言・指導」

が5,780件（79.3％）、一定期間継続して面接指導を実施する「継続的指導」が623

件（8.5％）となっています。また、児童相談所から市町村に事案を送致する「市

町村送致」が660件（9.1％）となっています。 
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Ⅱ 2024年度児童虐待防止に関する取組の実施状況 

 （愛知県子どもを虐待から守る条例第11条に基づく年次報告） 

 基本施策1 児童虐待防止対策の推進  

１ 児童相談センターの体制強化 

(1) 児童相談センター人材育成強化事業 

  児童相談センター若手職員に対する実践力強化研修とスーパーバイザーに対する指導・ 

育成技術強化研修を実施しました。 

(2) 児童虐待対応弁護士設置事業 

  各児童相談センターにおいて児童虐待相談等に係る法律上の問題や危機介入時の法的な

支援を行うため、専門知識を有する弁護士団体への委託により、弁護士への定例相談、随

時相談を行いました。 

○相談等件数 1,400件  

(3) 被虐待児家庭復帰支援員設置事業 

各児童相談センターにおいて被虐待児家庭復帰支援員を配置し、児童福祉司、児童心理

司等と協力し、被虐待児童の家庭復帰と家族再統合を図るために情報収集や関係機関の調

整、児童及び保護者の心理的評価、治療、家族関係の調整等を行いました。 

(4) 児童虐待対応法医学専門医師設置 

  児童虐待に専門的な知識を有する法医学専門医師３人が、児童の受けた傷害が虐待によ

るものかどうかの鑑別診断や職員に対する助言指導を行いました。 

○相談件数 40件  

(5) 児童虐待対応精神科医師設置 

  専門の精神科医師４人が、虐待を行った保護者等に対するカウンセリングや、職員に対  

して保護者指導上のアドバイス等を行いました。 

○相談件数 95件  

(6) 一時保護所心理職員設置 

  一時保護所に心理職員４人を配置し、入所児童に対しカウンセリングなどの心理治療を 

実施しました。 

(7) 一時保護委託対応協力事業 

  医療機関への一時保護委託において必要と認められる場合に、児童が安心して入院中の

生活を送ることができるよう専門の付添者をつけ、子どもの保護体制を強化しました。 

  ○実施日数 538日  

(8) 休日・夜間相談体制強化事業 

専門的な知識を有する相談員が休日・夜間における児童相談所虐待対応ダイヤル（189） 

により電話相談を実施しました。 

○相談時間 

平日夜間：午後５時30分から翌朝午前８時45分 土日・休日：24時間 

○相談件数 910件  

(9)ＳＮＳ相談体制事業 

  こども家庭庁が構築しているコミュニケーションアプリ「ＬＩＮＥ」による全国共通の 
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相談支援システム（「親子のための相談ＬＩＮＥ」）を利用し、ＳＮＳによる相談を実施し 

ました。 

  〇相談時間 

   毎日 午前10時から午後８時まで 

  〇相談件数 1,047件  

 

２ 市町村の相談支援体制の整備に向けた支援 

(1) 市町村支援児童福祉司の配置 

市町村支援の業務を行う児童福祉司を２名配置し、市町村相談支援体制の充実・強化に

向け、各市町村の相談支援活動に関する助言等を随時実施しました。 

(2) こども家庭センター相談支援体制強化事業 

  こども家庭センターの設置促進と円滑な運営を支援するため、市町村相互間連絡調整会

議等を開催し、自治体の取組紹介や情報交換等を行いました。 

(3) ＮＰＯと連携した研修 

  ＮＰＯと連携し、幼・小・中学校教員、保育士等を対象に虐待についての基本的な知

識・対応について学ぶ研修を行うとともに、市町村の児童相談窓口担当職員、児童養護施

設職員等を対象とした現場の具体的問題に即した実践的な研修を２回実施しました。 

  ［１回目］日 時 2024年７月26日（金）～2024年８月９日（金）動画視聴 

テーマ 「死にたい」という子どもに、どう対応するのか 

～虐待・いじめの重大事態を考慮して～ 

参加者 554人 

［２回目］日 時 2024年11月20日（水）～2024年12月４日（水）動画視聴 

テーマ 受援力を高めるために～支援を拒むのはなぜか？～ 

参加者 326人 

 

３ 関係機関等の連携の推進 

(1) 愛知県要保護児童対策協議会の開催 

県全域での関係機関のネットワークの強化を図るため、児童福祉、保健医療、教育、警

察、人権擁護など要保護児童関係機関の代表者からなる協議会を開催し、虐待等に関す

る情報交換等を行いました。 

(2) 関係機関連絡調整会議の開催 

各児童相談センターにおいて、児童虐待の早期発見・早期対応や困難事例に対応するた

めの会議を開催し、市町村児童福祉主管課、教育委員会、警察、医療機関などの関係機

関との情報交換や虐待事例の検討等を行いました。 

(3) 児童相談所と警察との情報共有 

「児童相談所と警察の児童虐待に係る事案の情報共有に関する協定書」に基づき、それ  

ぞれが保有する情報を共有し、児童虐待の未然防止と早期発見・早期対応に努めました。 

○情報提供件数 8,061件  

うち、重篤事案として速報した件数162件  

(4) 児童虐待防止医療ネットワーク事業 
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児童虐待対応の拠点病院を中心として、医療機関間のネットワークを構築し、医療機関 

における虐待対応力の向上を図ることにより、地域医療全体での虐待対応体制の充実強化 

に努めました。 

○拠点病院（委託先）：あいち小児保健医療総合センター 

中核病院：県内14医療機関 

○実施状況 

・児童虐待対応医療機関連携推進会議  ・児童虐待対応医療機関連絡会 

・保健医療関係者研修会 

 

４ 児童虐待防止の啓発・再発防止に向けた取組 

(1) 児童虐待防止啓発事業「オレンジリボンキャンペーン」 

広く県民に対し、児童虐待問題に関する理解の促進と早期発見のための通告先の周知を

図りました。 

○実施状況 

・児童虐待防止啓発に関するパンフレットを作成し、小学校新１年生及びその保護者   

等に配布 

・「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」期間である11月を重点に、児        

童虐待防止啓発活動を実施 

（活動内容） 

児童虐待防止啓発を図るための動画を制作し、YouTube 及び LINE 広告として配信

（動画は、YouTube愛知県児童家庭課 公式チャンネルにおいても配信） 

【動画】 

「児童虐待かも？」と思ったら 189 番へ（クイズ Ver.）及び「児童虐待かも？」と

思ったら189番へ（電話Ver.）  

(2) 家庭支援電話相談事業「子ども・家庭110番」 

子どもや子育てに関する悩みや問題等に対して、早期に適切な援助を行うことを目的と

して、家庭支援相談員２人による電話相談を実施しました。 

○相談日及び相談時間 

   月～金 午前９時から午後５時まで（祝日、年末年始を除く） 

○相談件数 265件  

 

５ 妊娠・出産に関する相談支援 

(1) 妊娠電話相談 

妊娠・出産・性に対する不安などに関する電話相談事業を実施しました。 

○相談日及び相談時間 

   月～土 午後１時30分から午後４時30分まで（祝日、お盆、年末年始を除く） 

○実施状況 

窓口開設 290回、相談件数 768件  

(2) ＳＮＳ相談 

若年妊婦等が相談しやすい体制を整備するため、ＬＩＮＥを活用した相談支援を実施し 



- 11 - 

 

ました。 

○相談日及び相談時間 

   365日 午後６時から午後10時まで 

○実施状況 

相談件数 375件 

 

 基本施策2 社会的養育体制の充実  

１ 里親等への委託の推進 

(1) 里親制度普及啓発 

ア 里親養育体験発表会の開催 

養育・特別養子縁組の経験のある里親が、これまでの児童の養育体験について講演し、 

併せて里親制度パンフレットにより里親制度の説明を行いました。 

○参加者数 217人（開催９回） 

イ 関係機関等への制度説明 

関係機関等に対し、里親制度及び県の里親活動の実態について理解を深めてもらうと 

ともに、里親制度の発展に協力してもらうため、関係機関での会議や研修等の機会を利 

用して里親制度の説明を実施しました。 

ウ 啓発資材等による啓発 

広く県民に対し、里親制度の周知を図るため、啓発動画を配信するとともに愛知県里 

親会連合会等と協力して、地域のショッピングセンターやイベント会場などにおいて、 

パネルや里親啓発ＤＶＤの展示及び里親啓発リーフレット等を配布しました。 

○実施状況 

主な配布場所：各市町村、保育園、幼稚園、小中高等学校、各種イベントなど 

里親啓発リーフレット等配布枚数：約11,815枚 

園・学校の先生向け里親制度周知リーフレット配布枚数：1,270枚 

 エ 特別養子縁組及び相談窓口の啓発 

 思いがけない妊娠でお困りの方に対して、特別養子縁組及び相談窓口を周知するため、 

啓発カードの配布及びインターネット広告を実施しました。 

 〇実施状況 

主な配布場所：薬局 

啓発カード配布枚数：18,855枚 

オ 里親制度重点エリアにおける啓発及び里親研修 

里親リクルーターを配置し、里親制度の普及に重点的に取り組む地域を定めて、啓発 

活動や研修を積極的に行いました。 

○重点エリア：一宮市、日進市、尾張旭市、豊田市、知立市、安城市 

○実施内容 

 啓発活動：ショッピングモール等24回実施 

 里親養育体験発表会・集いの場：参加者552人（開催40回） 

 里親登録研修：参加（修了）者 合計54人 
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(2) 里親研修事業 

養育里親希望者、専門里親希望者及び既に登録している里親を対象に、里親に必要な知  

識を得るための研修会を開催しました。 

   ○実施状況（研修修了者） 

・ 養育里親研修（基礎研修・登録前研修）：81人 

・ 養子縁組里親研修（基礎研修・登録前研修）：64人 

・ 養育里親更新研修：99人 

・ 養子縁組里親更新研修：49人 

・ 専門里親研修：認定研修１人 継続研修８人 

・ 里親支援研修：284人参加 

(3) 里親等委託調整員の配置 

中央児童・障害者相談センター及び西三河児童・障害者相談センターに里親等委託調  

整員を各１人配置し、里親委託等推進委員会を開催するとともに、総合的に里親等委託  

を推進するため、関係機関や愛知県里親会連合会との連携を図りました。 

(4) 里親等相談支援員及び心理訪問支援員の配置 

中央児童・障害者相談センター及び西三河児童・障害者相談センターに里親等相談支 

援員と心理訪問支援員をそれぞれ配置し、里親等からの相談に応じるとともに、定期的に

訪問し子どもの状態の把握や里親等へ助言等を行いました。 

(5) 里親養育相互援助事業（里親サロン） 

里親が児童相談センター等に集い、児童福祉司ＯＢ等の援助や里親相互の交流により、

里親の精神的負担の軽減と養育技術等の向上を図りました。 

 ○参加里親数 延べ1,868人（開催212回） 

(6) 里親養育援助事業（里親ヘルパー） 

 里親（家庭）による養育の負担を軽減するため、訪問による生活援助（家事や養育の補 

助など）や相談援助を行いました。 

○実施件数 82件 

(7) 里親サポーター事業 

里親制度の普及を行うため、里親サポーターを養成し、里親との交流を行う事業を実施 

しました。 

○里親サポーター登録者数 54人（養成講座９回開催） 

 

２ 社会的養護自立支援の推進 

(1) 社会的養護自立支援拠点事業 

中央児童・障害者相談センター及び西三河児童・障害者相談センターに支援コーディネ

ーター、生活相談支援員、就労相談支援員を各１人配置し、18 歳（措置延長の場合は 20

歳）到達により児童養護施設等を退所する者等のうち、自立のための支援を継続して行

うことが適当な者に対し、個々の状況に応じた支援を行いました。 

(2) 児童養護施設退所者等自立支援資金貸付事業 

児童養護施設等に入所中又は退所した者に対して、自立支援資金を貸し付けることによ  

り円滑な自立を支援することを目的として、愛知県社会福祉協議会が行う事業に対して助   
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成しました。 

(3) 「子どもが輝く未来基金」の活用 

ア 大学生入学準備金支給費 

児童養護施設等に入所する児童の大学等に進学する際の経済的負担を軽減するため、

進学に要する費用に対して準備金を支給しました。 

○支給児童数 15人 

イ 退所費給付金支給費 

   児童養護施設等を退所する児童の引っ越し代や新生活に必要な家電の購入費等を支給  

しました。 

   ○支給児童数 44人 
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（参考） 

【里親の登録状況】                  （2024年度末 名古屋市除く） 

区 分 
全 体 

（実世帯数） 

内     訳 

養育里親※1 専門里親※2 親族里親※3 養子縁組里親※4 

認定及び登録里親数

(世帯数) 
680※5 657 22 16 388 

児童が委託されてい

る里親数(世帯数) 
174※6 140 10 14 14 

※1 養育里親：様々な事情により家族と暮らせない子どもを一定期間、自分の家庭で養育する里親 

※2 専門里親：養育里親のうち虐待、非行、障害などの理由により専門的な援助を必要とする子どもを養育する里親 

※3 親族里親：実親が死亡、行方不明等により養育できない場合に、祖父母などの親族が子どもを養育する里親 

※4 養子縁組里親：養子縁組によって養親となることを希望する里親 

※5 全体数は、重複登録している里親がいるため、内訳数の計と一致しない。 

※6 全体数は、重複登録している里親へ児童が委託されているため、内訳数の計と一致しない。 

 

 

 【小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム）の状況】（2024年度末 名古屋市除く） 

事業所数 定員 
入所 退所 年度末在籍 

措 置 人 数 その他 措 置 人 数 その他 措 置 人 数 その他 

8 46 10 0 4 0 31 0 

 

【県所管児童福祉施設の状況】       （2025年３月１日時点 名古屋市除く） 

施設種別 対  象 施設数 定 員 現 員 

乳児院 乳児（特に必要な場合は、幼児を含む。） 5 97 73 

児童養護施設 幼児及び児童 22 910 806 

児童心理治療施設 
社会生活への適応が困難で心理治療及び

生活指導を要する児童 
2 80 67 

児童自立支援施設 
不良行為をなし、又はなすおそれのある

児童及び生活指導等を要する児童 
1 24 17 

母子生活支援施設 
配偶者のない女子（準ずる女子を含む）

及びその者の監護すべき児童 
4 42 28 

 


